
　メイン・フレーズ3小節目の3本弦
エコノミーは、3本弦を1本ずつクリ
アに鳴らすために、異

※

弦同フレット
をセーハしながら、押弦とミュートを
細かく変えていくことがポイントにな
る。実際に演奏する時には、まるで
“波”のように、第一関節と第二関節
をウマく上下運動させて、弾きたい
弦に指の重心を置くようにしよう（図
3）。

異弦同フレットのセーハは
ウェーブ運動で攻略するのじゃ

　メイン・フレーズのようなエコノ
ミー・フレーズを弾く時には、事前に
使用ポジションを確認しておくことが
大切だ。このフレーズは、基本的に
トライアドで構成されているが（1＆
2小節目は、それ以外の音も加えら
れている）、このようなトライアド・ポ
ジションは、各コード音がどの位置
にあるのかを理解しながら覚えると
よいだろう（図2）。

各コード音を理解しながら
ポジションを覚えるべし！

エコノミー・ピッキングは、1回の
ピッキング動作で複数弦を弾くテク
ニックとなるので、途中で無駄な空
振りを入れないように気をつけよう
（図1）。例えば、ダウンが2回続く
エコノミーの常套パターンでは、“①
ダウン、②次の弦にピックを当てて
待機、③再びダウン”という流れで、
右手を動かしてみてほしい。

空振りは絶対NG！
エコノミーの流れを確認せよ

【異弦同フレット】  異弦同フレットは、速弾きの大きな関門のひとつだ。特に左手のミュートの難易度が高いので、コントロール力を養うためのよい練習材料になるだろう。


